
北九州GX推進コンソーシアム
の設立など脱炭素化に向けた動向

（公財）北九州産業学術推進機構（FAIS）
２０２４年６月３日

＠脱炭素未来研究シンポジウム
by FAIS理事長・松永守央
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令和５年１2月12日 「北九州GX推進コンソーシアム」創設

産学官金が一体となって
北九州市のGXを推進する体制を構築
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令和5年１0月27日
「ひびきのサロン」～GXシンポジウム

令和５年１2月12日
「北九州GX推進コンソーシアム」創設



産学官金オール北九州による推進体制

 環境系に強い学研の4大学の知見を結集し、研究開発、GX関連産業集積を加速
 大企業も含めた産学官金のサポートにより地域企業の変革を支援
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GXによる地域企業の変革をコンソーシアムが支援

GXビジネススクール開講
 令和6年1月開講

地域企業のCO2把握支援
 可視化ツール提供2,000社

多角的な取組の推進 !!

先端テーマ別研究部会設置
 次世代燃料、蓄電池、カーボンリサイクル・マテリアルなど

ワンストップ相談窓口開設
 専門家による伴走支援を実施

4



先端テーマ別研究部会
政府が掲げるGX実現に向けた重点分野を視野に、産官学金共創による
プロジェクト創出につなげる部会を設置

新しい技術を社会実装につなげていく「共創」の場を形成

温室効果ガス算定部会

次世代燃料・カーボンリサイクル部会

未来共創部会

部会は随時追加

5月23日 キックオフセミナー開催

開催準備中

「宇宙」（5/17セミナー開催）、「学研都市脱炭素化」
（5/31会合開催）、「建築物」（準備中）
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投資促進部会 開催準備中

自動車部会 ７月中旬セミナー予定

半導体部会 ８月上旬セミナー予定



北九州GXエグゼクティブ・ビジネススクール

ビジネススクール
ワークショップ

本邦初・経営者向けGXビジネススクールを北九州市で実施

第1回 GXを捉え、外部対応への準備を整える

第2回 省エネ・再エネの促進

第3回 サプライチェーンを通した脱炭素化

第4回 DXでGXを実現

第5回 GXを実現するためのビジネスモデル・手段

第6回 GX実現のためのアクションプラン

カリキュラム

 経営層を対象にGXに向けたマインドセット講座を開催
 講義形式とワークショップを毎回開催

実施時期：令和6年1月19日～3月1日（全6回）
受講者数：15社 27名

各社がアクションプランを作成、脱炭素経営の次のステージへ
6今年度は10月～全6回で開講予定



地域企業のCO2把握支援

自社のCO２を把握して、次のアクションへ

コンソーシアムがアカウントを付与
無償・無期限で使用できます

企業のGXに向けた取り組みの第一歩は、CO２を把握するところから・・・

※ 希望する市内企業

北九州GX推進コンソーシアムでは

ＣＯ２ 排出量可視化ツールを

無償提供

23現在のCO2見える化ツール
利用企業数

（2024年5月中旬時点） 社
7



ワンストップ相談窓口・専門家派遣

グリーン成長を目指す企業の相談窓口を設け、
GXの知識・技術を有する「専門家」による伴走支援を実施

専門家による課題解決に向けた伴走支援

4回まで

企業

支援を実施します
（市内面談会場もしくは

訪問型支援、
Web会場等）

支援計画を作成し、
ご相談内容に応じた
専門家を選定します

コーディネータとの
面談で支援の方向性を

打合せします

電話・Webフォームから
ご相談ください

《ボードメンバー》 ： ワンストップ窓口の中心メンバー
・ FAIS、IGES、北九州高専、市、寶結（ワンストップ窓口受託業者）

《専門家》 ： 脱炭素の知見やノウハウを持つ企業群
・ 九州電力、西部ガス、 IGES、環境テクノス、メンバーズ、フォーバル、ワイエムコンサルティング、 デンソー九

州、ドーワテクノス、三菱UFJフィナンシャルグループ、東京海上日動・・・

５月中旬時点で

12件
相談対応中
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デンソー九州、ドーワテクノス【IT導入】
環境テクノス 【LCA,Jクレジット】

金融

生産ライン
環境技術など

三菱UFJ銀行

東京海上日動火災保険会社
【GX推進に伴うリスクマネジメント】

ワイエムコンサルティング
【国内外の最新動向、ロードマップ策定】

メンバーズ
【企業・商品単位のCO2排出量データの算定・可視化】
【循環経済モデルによるサービス開発運用】
【社員・取引先に向けたGX意識改革】
【GX関連取組みの企業情報発信・CSVマーケティング】

フォーバル【中小企業の循環経済型ビジネス支援】

アップルツリー【国内外の最新動向】

アルファコミュニケーションズ

ワンストップ相談窓口・専門家派遣
登録専門家（R6.5月中旬現在）：16社 ※随時追加中

日本電通

その他
スタートアップ、中小企業支援、企業立地補助・・・

すべてワンストップ
相談窓口で受け付け

事業変革・新分野参入
計画策定支援

九州電力、西部ガス、

エネルギーマネジメント協会
【省エネ補助金】

省エネ・再エネ

カーボンニュートラルに
向けた改善支援

IT導入
など

三井住友信託銀行
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Ｒ５年度 Ｒ６年度

グリーン成長関連の
事業化支援

（GX補助金等）

GXエグゼクティブ・
ビジネススクール

ワンストップ相談
専門家による指導

・伴走支援

ビ
ジ
ネ
ス
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ル
変
革
・

新
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

地域企業の変革に向けたロードマップ

セミナー・実践事例紹介

CO２可視化ツール無償提供

R6新規

ビジネスモデル変革・新ビジネス展開に向けて総合的に支援

テーマ別部会設置

GX推進に向けた取組を産官学金一体となって総合的・多角的に推進！
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北九州GX推進コンソーシアムのこれまでの成果

ＩＨＩ、日本ＩＢＭと熱マネジメント実証に着手

(R6年1月1８日発表)

ＡＧＣが水素製造関連製品の新プラント建設決定

(150億円、R6年1月30日発表)

メンバーズが「地域脱炭素DXセンター」を開設

（R6年1月31日発表)

北九州市での生産活動再開は17年ぶり!!

熱のカーボンニュートラルへ挑戦!!

全国３拠点の1つ!!

GXを推進し、北九州市を「稼げるまち」へ
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北九州GX推進コンソーシアムからの大学への期待

「学研都市発」のGX社会実装への協力・参画

「ＧＸ人材育成」の推進（例えば連携大学院の応用？）

GX推進に向けた大学総合チームの形成

気候変動は若者へのインパクト大・学生は日本の一番の財産！

北九州市の「知の拠点」「知の溶鉱炉」！

脱炭素化に向けては、文系・理系個別の対応ではなく総力戦が必要！

GXを推進し、北九州市を「稼げるまち」へ
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(グリーン・イノベーション基金等国の資金を目指すのも一案その上で持続性のあるビジネスへ）



北九州GX推進コンソーシアム
https://ktq-gx.com/
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メンバーを
随時募集！
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